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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 13,191 1.0 782 △7.7 893 △5.6 500 △20.4

30年3月期第2四半期 13,059 5.9 847 8.1 945 7.9 629 5.3

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　715百万円 （△50.4％） 30年3月期第2四半期　　1,441百万円 （123.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 26.34 ―

30年3月期第2四半期 33.08 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 47,089 39,137 82.7

30年3月期 47,295 38,698 81.4

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 38,933百万円 30年3月期 38,500百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 10.00 ― 14.50 24.50

31年3月期 ― 10.00

31年3月期（予想） ― 12.50 22.50

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,500 1.8 1,700 5.1 1,850 3.3 1,200 △4.4 63.08

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 19,064,897 株 30年3月期 19,064,897 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 42,287 株 30年3月期 42,241 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 19,022,623 株 30年3月期2Q 19,022,840 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業
績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、好調な企業業績や株高による雇用・所得環境の改善等によ

り緩やかな回復基調で推移しましたが、世界経済では国際的な貿易摩擦問題拡大等の懸念事項も多く、引き続き

先行き不透明な状況となりました。

 物流業界におきましては、輸出入貨物を中心に荷動きは堅調に推移しましたが、人手不足がより一層深刻にな

り、また、燃料価格も上昇する等、引き続き厳しい経営環境で推移しました。 

 このような事業環境のもと、当社グループは、ソリューション営業力の強化に努め一貫物流への取り組みを積

極的に進めております。また、顧客ニーズへの的確な対応と業務の効率化を図るため、既存設備の改修を進める

とともに、平成30年５月に京都支店京都ＰＤセンターにおいて倉庫の一部改築工事が完成・稼働し、平成30年９

月には北陸支店金沢営業所において倉庫の増築工事計画を決定しました。さらに、貨物のセキュリティー管理及

びコンプライアンス体制の強化に取り組み、平成30年６月に大阪税関長よりAEO通関業者制度における「認定通

関業者」としての認定を受けました。今後、国際物流のより迅速かつ高品質なサービスの提供に努めてまいりま

す。また、さらなる業務の品質向上を図るとともに、環境に配慮したグリーン経営の推進にも取り組み、経営の

効率化に努めました。

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は13,191百万円（前年同期比1.0％増）、営業利益は782

百万円（前年同期比7.7％減）、経常利益は893百万円（前年同期比5.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は梅小路地区の資産有効活用に伴う一部既存倉庫設備の減損損失を特別損失に計上したことから500百万円

（前年同期比20.4％減）となりました。 

 

 セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① 倉庫業

 倉庫業におきましては、入出庫高及び保管残高は前年同期に比し増加しました。ただし、新規で取扱う保管

貨物に関する費用が先行して発生したこと等により営業費用も大幅に増加しました。これらの結果、倉庫業の

営業収益は3,166百万円（前年同期比4.0％増）、セグメント利益は341百万円（前年同期比15.3％減）となり

ました。

② 運送業

 運送業におきましては、業界におけるドライバー不足による影響等により取扱数量は減少し、燃料費は増加

しました。これらの結果、運送業の営業収益は6,407百万円（前年同期比1.0％減）、セグメント利益は517百

万円（前年同期比1.4％減）となりました。

③ 国際貨物取扱業

 国際貨物取扱業におきましては、通関業の輸入取扱数量は減少しましたが、梱包業の取扱数量、通関業の輸

出取扱数量は増加しました。これらの結果、国際貨物取扱業の営業収益は3,682百万円（前年同期比2.1％

増）、セグメント利益は249百万円（前年同期比2.4％増）となりました。

 

(２）財政状態に関する説明 

① 資産・負債・純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ205百万円減の47,089

百万円となりました。これは主に、固定資産の投資有価証券が307百万円増加しましたが、流動資産の現金及び

預金が302百万円減少したことに加え、固定資産の建物及び構築物について減損損失を147百万円計上したこと等

によるものです。 

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ644百万円減の7,951百万円となりました。これは主に固定負債

の繰延税金負債が43百万円増加しましたが、流動負債のその他に含まれています設備関係支払手形が304百万

円、流動負債の支払手形及び営業未払金が112百万円、固定負債の長期借入金が119百万円減少したこと等による

ものです。 

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ438百万円増の39,137百万円となりました。これは主に、利

益剰余金が225百万円、その他有価証券評価差額金が211百万円増加したこと等によるものです。

 以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ1.3ポイント増の82.7%となりました。

 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動におけるキャ

ッシュ・フローで991百万円の増加、投資活動におけるキャッシュ・フローで2,114百万円の減少、財務活動にお

けるキャッシュ・フローで429百万円の減少となり、前連結会計年度末に比べ1,552百万円（18.6％）減少し、当

第２四半期連結会計期間末には6,774百万円となりました。 
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、主に、税金等調整前四半期純利益及び減価償却費によるものであり、991百

万円と前年同期と比べ124百万円（14.4％）の増加となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、主に、定期預金の預入による支出及び有形固定資産の取得のための支出によ

るものであり、2,114百万円と前年同期と比べ1,258百万円（146.9％）の増加となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は、主に、長期借入金の返済及び配当金の支払いによるものであり、429百万円

と前年同期と比べ20百万円（5.1％）の増加となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間の業績は、概ね想定の範囲内で推移していることから、現時点においては、平成30

年５月10日発表の業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,326,760 8,024,258 

受取手形及び営業未収入金 4,476,567 4,432,929 

貯蔵品 6,950 7,738 

その他 313,655 374,619 

貸倒引当金 △2,849 △2,850 

流動資産合計 13,121,085 12,836,695 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 11,800,590 12,501,220 

機械装置及び運搬具（純額） 690,499 695,924 

土地 10,081,043 10,081,043 

リース資産（純額） 49,511 38,828 

建設仮勘定 950,292 － 

その他（純額） 142,581 139,901 

有形固定資産合計 23,714,518 23,456,918 

無形固定資産 31,917 31,949 

投資その他の資産    

投資有価証券 10,022,042 10,329,742 

繰延税金資産 56,832 60,221 

退職給付に係る資産 12,362 22,892 

その他 337,956 353,037 

貸倒引当金 △1,469 △1,965 

投資その他の資産合計 10,427,724 10,763,929 

固定資産合計 34,174,160 34,252,797 

資産合計 47,295,245 47,089,492 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 1,506,244 1,394,056 

短期借入金 3,110,000 3,110,000 

1年内返済予定の長期借入金 256,500 238,000 

リース債務 30,536 26,857 

未払法人税等 372,684 304,670 

賞与引当金 260,385 256,438 

役員賞与引当金 36,000 16,000 

その他 805,589 461,364 

流動負債合計 6,377,940 5,807,386 

固定負債    

長期借入金 446,000 327,000 

リース債務 22,660 14,937 

繰延税金負債 1,526,463 1,570,428 

退職給付に係る負債 133,249 142,050 

その他 90,023 90,088 

固定負債合計 2,218,397 2,144,505 

負債合計 8,596,337 7,951,891 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,734,294 2,734,294 

資本剰余金 2,263,807 2,263,807 

利益剰余金 29,594,712 29,819,879 

自己株式 △36,684 △36,738 

株主資本合計 34,556,129 34,781,242 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,884,374 4,095,823 

為替換算調整勘定 5,093 △1,466 

退職給付に係る調整累計額 54,680 57,985 

その他の包括利益累計額合計 3,944,148 4,152,341 

非支配株主持分 198,629 204,016 

純資産合計 38,698,907 39,137,601 

負債純資産合計 47,295,245 47,089,492 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業収益 13,059,737 13,191,223 

営業原価 11,867,143 12,059,020 

営業総利益 1,192,594 1,132,202 

販売費及び一般管理費 345,182 349,950 

営業利益 847,411 782,252 

営業外収益    

受取利息 88 85 

受取配当金 96,375 110,644 

社宅使用料 6,769 6,136 

持分法による投資利益 994 6,595 

その他 15,772 10,775 

営業外収益合計 120,001 134,237 

営業外費用    

支払利息 19,697 15,069 

その他 2,087 8,333 

営業外費用合計 21,785 23,403 

経常利益 945,626 893,086 

特別利益    

固定資産売却益 24,710 5,137 

特別利益合計 24,710 5,137 

特別損失    

固定資産売却損 2,346 21 

固定資産除却損 14,403 13,557 

減損損失 － 147,774 

特別損失合計 16,750 161,353 

税金等調整前四半期純利益 953,587 736,870 

法人税、住民税及び事業税 309,398 282,381 

法人税等調整額 8,467 △52,473 

法人税等合計 317,866 229,908 

四半期純利益 635,721 506,962 

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,409 5,967 

親会社株主に帰属する四半期純利益 629,311 500,995 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 635,721 506,962 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 795,851 211,625 

退職給付に係る調整額 12,482 3,304 

持分法適用会社に対する持分相当額 △2,605 △6,559 

その他の包括利益合計 805,728 208,369 

四半期包括利益 1,441,449 715,332 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,435,885 709,188 

非支配株主に係る四半期包括利益 5,563 6,143 

 

- 7 -

㈱中央倉庫（9319）平成31年３月期　第２四半期決算短信



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 953,587 736,870 

減価償却費 616,236 646,616 

減損損失 － 147,774 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,173 497 

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,841 △3,947 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,500 △20,000 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 13,689 3,127 

受取利息及び受取配当金 △96,464 △110,730 

支払利息 19,697 15,069 

持分法による投資損益（△は益） △994 △6,595 

為替差損益（△は益） △53 28 

固定資産除却損 14,403 13,557 

固定資産売却損益（△は益） △22,364 △5,116 

営業債権の増減額（△は増加） △248,825 43,638 

たな卸資産の増減額（△は増加） 600 △788 

その他の資産の増減額（△は増加） △44,025 △81,782 

営業債務の増減額（△は減少） △61,354 △112,188 

未払消費税等の増減額（△は減少） △103,423 △21,146 

その他の負債の増減額（△は減少） 38,718 △23,595 

小計 1,074,595 1,221,289 

利息及び配当金の受取額 100,811 111,230 

利息の支払額 △18,743 △12,838 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △289,686 △327,711 

営業活動によるキャッシュ・フロー 866,977 991,969 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 － △1,250,000 

有形固定資産の取得による支出 △920,483 △840,601 

有形固定資産の売却による収入 80,446 8,513 

その他 △16,428 △32,610 

投資活動によるキャッシュ・フロー △856,465 △2,114,697 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △153,000 △137,500 

リース債務の返済による支出 △18,464 △15,671 

自己株式の取得による支出 △64 △54 

配当金の支払額 △236,140 △275,763 

非支配株主への配当金の支払額 △1,260 △756 

財務活動によるキャッシュ・フロー △408,928 △429,744 

現金及び現金同等物に係る換算差額 53 △28 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △398,363 △1,552,502 

現金及び現金同等物の期首残高 8,751,477 8,326,760 

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,353,114 6,774,258 

 

- 8 -

㈱中央倉庫（9319）平成31年３月期　第２四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（追加情報）

 （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

  「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

前第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日） 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 
（ 注 ） ２   倉庫業 運送業 

国際貨物 
取扱業 

計 

営業収益            

外部顧客への営業収益 2,995,910 6,456,012 3,607,813 13,059,737 － 13,059,737 

セグメント間の内部営業
収益又は振替高 

48,211 15,883 － 64,094 △64,094 － 

計 3,044,122 6,471,896 3,607,813 13,123,832 △64,094 13,059,737 

セグメント利益 402,679 524,684 243,377 1,170,740 △323,328 847,411 

（注）１．セグメント利益の調整額△323,328千円には、セグメント間取引消去12千円、各報告セグメントに配分さ

れていない全社費用△323,340千円が含まれております。全社費用は、親会社の本社管理部門に係る費用で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第２四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年９月30日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 
（ 注 ） ２   倉庫業 運送業 

国際貨物 
取扱業 

計 

営業収益            

外部顧客への営業収益 3,116,231 6,392,095 3,682,896 13,191,223 － 13,191,223 

セグメント間の内部営業
収益又は振替高 

50,416 15,514 － 65,930 △65,930 － 

計 3,166,647 6,407,609 3,682,896 13,257,153 △65,930 13,191,223 

セグメント利益 341,015 517,550 249,104 1,107,670 △325,418 782,252 

（注）１．セグメント利益の調整額△325,418千円には、セグメント間取引消去△30千円、各報告セグメントに配分

されていない全社費用△325,388千円が含まれております。全社費用は、親会社の本社管理部門に係る費用

であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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